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我々は、ダイヤモンド窒素-空孔（NV）中心において、外部磁場を完全に排除して

縮退させた電子スピン系（𝐦𝒔 = ±𝟏）を扱い、光子の偏光状態を電子スピンに転写す

る研究を行っている[1]。量子情報処理における量子メモリーへの応用としては、外

界との相互作用が小さく、室温でも ms オーダーの長いコヒーレンス時間をもつ核ス

ピンに量子状態を保存することが重要となる。今回我々は、NV 中心のホストである

スピン１をもつ 𝐍𝟏𝟒 核スピンの𝐦𝑰 = ±𝟏をキュービットとして、ラジオ波による核ス

ピンの制御を行い、電子スピン- 𝐍𝟏𝟒 核スピン間の量子もつれ状態を生成したので報

告する。 

𝐍𝟏𝟒 核スピンの𝐦𝑰 = ±𝟏の状態は核四重極子分裂（𝐐~ − (𝟐𝛑) × 𝟒. 𝟗𝟒𝟓 𝐌𝐇𝐳）により

𝐦𝑰 = 𝟎と分裂し、ラジオ波によってスピン操作が可能となる（図１）。また電子スピ

ンと 𝐍𝟏𝟒 核スピンの超微細相互作用（𝐀~ − (𝟐𝛑) × 𝟐. 𝟐 𝐌𝐇𝐳）によりエネルギー分裂し、

マイクロ波共鳴周波数の選択によって 2-qubit 操作（C-NOT 操作）が可能となる（図

２）。これらの操作を組み合わせることで電子-核スピン間のもつれを生成できる。 

講演では核スピンのラビ振動による状態操作、電子-核スピンもつれ生成の結果に

ついて論じる。 
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図 2. NV 中心軌道基底状態  

エネルギー準位図  
図 1. ラビ振動  
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